
肢体不自由教育部門中学部全学年 Ⅱ課程 国語科学習指導案 

日時 令和 2年 ＊月 ＊日 ＊曜日 10:50～11:40 場所 ＊＊学習室 

指導者 町田 裕紀（Ｔ1）  ＊＊ ＊＊（Ｔ2） ＊＊ ＊＊（Ｔ3） 

単元名 「なぞなぞゲームをしよう」 

本単元

で育成

する資

質・能

力 

・日常生活に必要な国語の知識を身に付けることができる。（知識及び技能）＜中学部 1段階＞

・順序立てて考える力や想像する力を養い，日常生活における人との関わりの中で伝え合う力を

高め，自分の考えをもつことができる。（思考力・判断力・表現力）＜中学部 1段階＞

・言葉がもつよさに気付き，国語で考えたり伝え合ったりしようとする。（学びに向かう力・人

間性）＜中学部 1段階＞

単元の

評価規

準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・主語と述語との関係や接続

する語句の役割を理解して

いる。

・事柄の順序など，情報と情報

との関係について理解して 

いる。 

・話す事柄を思い浮かべ，伝

えたいことを決めている。

・分かったことを伝え合い，

考えを持っている。

・文章を読んで分かったこと

を伝えている。

・語や語句の意味を基に，内

容の大体を捉えている。

・見たことや経験したことの

中から，伝えたい事柄を選

び，書く内容をまとめてい

る。

・相手に伝わる言い方で，自

分の考えを表現しようとし

ている。

単元設

定の理

由 

 本グループは，肢体不自由教育部門Ⅱ課程に所属する，1年生 3名，2年生 2名，3年生 1名 

の計 6名で構成されている。いずれの生徒も日常生活で必要な語彙を獲得しており，事物や絵カ 

ードからその名称を答えることができる。ひらがなとカタカナを読むことができ，3文から 4文 

程度の短い文なら一人で読むことができるが，物語文や説明文などの長い文になると，内容を整 

理することが難しくなるため，教師の支援が必要となる。日常生活の中での会話は，他者との意 

思の疎通を図ることはできるが，正しい文法で話すことや，相手に伝わるように内容を整理して 

話すことに課題がある。また，本グループは，保有している語彙数や，文章構成能力，コミュニ 

ケーション能力において，個人差が大きい。そのため，個人の目標や使用する教材は個々の実態 

に応じて設定している。また，話し合い活動などにおけるグループ編成は，個々の言語能力やコ 

ミュニケーション能力を踏まえて編成している。 

 特別支援学校学習指導要領解説各教科編第 2章第 5節中学部 1段階の国語科の指導において 

は，生徒の生活の広がりに伴う事物や人との関わりの中で，言葉で様々な情報を得る経験や自分 

の考えをまとめたり相手に分かりやすく伝えたりする経験を積み重ねることを通して，日常生活 

や社会生活に必要な国語を身に付けることを重視している。本単元では，生徒たちの身近にある 

事物が答えとなるなぞなぞ作りを行う。なぞなぞを作るためには，色や形などの見た目を正しく 

把握することや食べ物なのか，飲み物なのか，道具なのかといった，カテゴリーを正しく読み取 

ることが必要となる。また，なぞなぞの問題文を作るには，適切に読み取った情報を整理し，相 

手に伝わるように，正しい文法で文章を構成する力が必要となる。本単元の学習を通して，相手 

に伝わりやすいように，文章を構成する力を養い，コミュニケーション能力の向上に結び付けた 

い。 

 指導に当たっては，なぞなぞの問題文を読み，何について説明している文なのかを考え，答え 

るという，なぞなぞの基本的な遊び方を学習することから始める。そして，問題文には，どのよ 

うなことが書かれているのかを読み取る。例えば，事物の色が書かれているのか，形が書かれて 
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〔本時の指導〕 

１ 本時の目標 

・身の回りにある物の特徴を捉え，正しい文法でなぞなぞの問題文を作ることができる。

（思考力・判断力・表現力等） 

いるのかという見た目についての情報や，その事物が動物なのか食べ物なのかどうか，事物のカ 

テゴリーについての情報が入っている文など，問題文はどのような情報を組み合わせて作られて 

いるのかを考える。その学習を基に，次に生徒がなぞなぞの問題文を作成する学習を行う。学習 

においては，書く情報を，「かたち」「いろ」「なにのなかま？」「どうやってつかう（たべる）も 

の？」のように絞り，何を書けば良いのかを考えやすくする。また，文章を構成する学習では， 

名詞カードと，助詞を接着剤カードとして準備して，助詞の使い方を学習し，正しい文法で文章 

を構成できるようにする。カードはパズルのピースのように，名詞カードと接着剤カードの端を 

合う形に切り，視覚的にも正解不正解が分かるような教材を用いる。そして学習のまとめとし 

て，なぞなぞ大会を開催する。クイズ大会では，6人の生徒たちを 2つのグループに分け，対戦 

方式で活動を行う。なぞなぞ大会本番での活動を通して，同じグループの生徒同士で，どうして 

そのような答えになると思ったのかを話し合い，理由を交えて説明するなど，協力してゲームに 

取り組む場面を増やしていきたい。また，書字や意思の表出が困難な生徒に対しては，タブレッ 

ト端末の文字入力機能を使用するなどの工夫を図りながら指導を進めたい。 

単元の

指導計

画 

（11時

間扱

い） 

本時は

第 8時 

次 時 学習内容・活動 評価規準・評価方法 

1 

「なぞなぞに

ついて知ろ

う。」 

1 

「なぞなぞに

挑戦しよう。」 

教師に出題されたなぞなぞを解

き，遊び方を学習する。 

2 

「なぞなぞの

問題文を読も

う。」 

なぞなぞの問題には，どのよう

な情報が書かれているのかを読

み取る。 

なぞなぞの問題文を読み，どんな情報が書か

れているのかを，ワークシートに記入してい

る。（思考・判断・表現）〔発表・ワークシート〕 

3 

「身の回りの

物について説

明しよう。」 

生徒が日常生活で使う機会の多

い物を，言葉で説明する。 

身の回りにある物の見た目や，使い方などの

特徴を読み取り，ワークシートに記入してい

る。 

（知識・技能）〔発表・ワークシート〕 

4 

「問題文を書

こう。」 

前回考えた説明文を，なぞなぞ

の問題文に書き直す。 

前回のワークシートの中から，使いたい情報

を選び，なぞなぞの問題文を作っている。 

（知識・技能）〔ワークシート〕 

5 

「先生に挑戦

しよう。」 

前時で生徒たちが作ったなぞな

ぞの問題を，教師に出題する。 

なぜその答えになるのかを，情報を整理して，

解答者に説明している。 

（思考・判断・表現）〔発表・観察〕 

2 

「なぞなぞ大

会を開こ

う。」 

6 

「大会でどん

な問題を作る

のか話し合お

う。」 

何が答えになる問題を作るの

か，グループに分かれて話し合

う。 

何についての問題を作りたいのか，同じグル

ープの友達に伝えている。 

（思考・判断・表現）〔発表〕 

7・8（本時） 

「大会で出題

する問題文を

作ろう。」 

なぞなぞ大会で出題する問題を

作成する。 

身の回りにある物の特徴を捉え，正しい文法

で，なぞなぞの問題文を作っている。 

(思考・判断・表現)〔ワークシート〕 

9・10 

「なぞなぞ大

会を開こう。」 

生徒たちを2つのグループに分

け，なぞなぞ大会を行う。 

問題文から，正しい答えを考え，解答してい

る。     （思考・判断・表現）〔発表〕 

11 

「なぞなぞ大

会の振り返り

をしよう。」 

前時実施したなぞなぞ大会の様

子を振り返り，感想を発表する。 

なぞなぞ大会の感想や，頑張ったことを伝え

ようとしている。 

（主体的に学習に取り組む態度）〔発表〕 
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２ 生徒の実態及び個別目標 
児童 
学年 

（性別）
生徒の実態 個別目標 

自立活動の 

目標

A 

＊年 

小学校３年生程度の漢字の読み

書きは可能である。国語☆☆☆☆の

説明文の内容であればスムーズに

読むことができ，読み取った内容を

発表することができる。しかし，自

分の考えまとめたり，発表したりす

ることには消極的である。

身の回りにある物の特徴を書き出 

し，挙げた特徴を整理して，難易度の 

異なるなぞなぞの問題文を書くこと 

ができる。（思考・判断・表現）

〔評価方法〕 

B 

＊年 

最近の出来事を５W１H に沿って

発表することができる。小学校 2年

生程度の漢字が入った短い文章を

読み，大まかな内容を読み取ること

ができる。書字は手首の固さや体幹

を長時間保持していることが難し

いことから，時間がかかる。また，

２㎝四方以下のマスに書くことが

難しい。話を聞き終わる前に話の中

の知っていることや興味のあるこ

とに対し，話し始めてしまうことが

ある。左側が見えにくい。 

 身の回りにある物の特徴を書き出 

し，挙げた特徴を整理して，なぞなぞ

の問題文を書くことができる。（思

考・判断・表現）〔評価方法〕 

C 

＊年 

ひらがなでの読み書きは可能。テ

レビの内容や最近の出来事を友達

と話したりすることができる。物の

名称など語彙は多いが，分類わけが

難しい。考えたことを発表するまで

に時間がかかる。 

身の回りにある物の特徴を書き出 

し，その中から，どれを問題に使うの

かを選び，問題文を作ることがで

きる。（思考・判断・表現等）

〔評価方法〕 

D 

＊年 

気管切開のため会話ができず，聴

覚障害がある。簡単な文での筆談が

でき，タブレット端末に文字を書い

たり，トーキングエイドを使用した

りしてやり取りをすることができ

る。平仮名と曜日や漢数字等の簡単

な漢字は読むことができる。 

身の回りにある物の特徴を書き出 

し，その中から，どれを問題に使うの

かを選び，問題文を作ることができ

る。（思考・判断・表現）〔評価方法〕 

E 

＊年 

小学校１・２年生程度の漢字の読

み書きができる。また，漢字の混じ

った簡単な文章を読み，意味を読み

取ることができる。自分の興味のあ

ることや，最近の出来事などを積極

的に教師に話すことができるが，自

分の伝えたい事を言葉にできず，う

まく伝わらないことがある。 

 身の回りにある物の特徴を書き出 

し，その中から，どれを問題に使うの

かを選び，問題文を作ることができ

る。（思考・判断・表現）〔評価方法〕 
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F 

＊年 

写真や絵カードから，事物の名前

や色等の見た目の特徴を答えるこ

とができる。文字を書く際は，マス

を準備することで，大きさをそろえ

て書くことができる。しかし，自分

で書く内容を考えることは難しい。 

 身の回りにある物の特徴を書き出 

し，その中から，どれを問題に使うの

かを選び，助詞を正しく使って，問題

文を作ることができる。（思考・判断

・表現）〔評価方法〕

３ 展開    
※形態の表記は 全体：全，グループ：グ，個別：個

形態
時間
（分） 

主な学習活動・内容 
指導の手立て（各Ｔの役割等）※評価は□で囲む 

全 

10 

グ 

10 

１ 始めのあいさつをする。 

２ 本時の学習の流れを確認す

る。 

３ 前時の内容を振り返る。 

４ 本時の学習課題を確認す

る。 

５ 誰がどの問題を作るのか，

役割を分担する。 

⑴ お題の一覧表を見て，何

について問題を作りたい

のか考える。

⑵ 作りたい物を一覧表から

選び，丸をつける。

⑶ グループの友達に，自分

が何を選んだのか，発表

する。

⑷ 作りたい物が重なった

・Ｔ1は，あいさつをする生徒を指名する。

・Ｔ1は，本時の流れを板書し，授業の内容を説明する。

・Ｔ1は，前時で使用した教材やワークシートを示しながら，内容

の復習を行う。

・Ｔ1は，本時の課題を板書し，生徒に示す。

・課題を確認後，Ｔ1はクイズ大会のグループに分かれるよう，生

徒たちに伝える。

・Ｔ2はＡ・Ｂ・Ｃを，Ｔ1はＥ・ＦをＴ3はＤを担当する。

・Ｔ3は，Ｔ1やＴ2，他の生徒たちの発言をタブレット端末に入力

し，Ｄに伝える。 

・Ｔ1は，話し合いの約束が書かれたカードを，ホワイトボードに

貼る。

・Ｔ1とＴ2は，問題文づくりのイメージを持ちやすくするために，

それぞれのグループに絵カードを配る。 

・Ｔ1とＴ2は，イラストの一覧表を生徒に配る。

・Ｔ1，Ｔ2，Ｔ3は，作りたい物が決められない生徒に対し，「どれ

が問題を作りやすい？」といった言葉掛けや，選択肢を絞って提

示するなど，選びやすいように支援する。 

グループに分かれて問題を

作ろう。 

今日の内容 

① 目標の確認

② グループで話し合

おう

③ なぞなぞを作ろう

④ 友達の問題を解い

てみよう

⑤ ふりかえり
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個 

20 

ら，どうやって決めるの

かを話し合う。 

６ ワークシートをまとめる 

⑴ 1つのお題に対し，3つの

問題文を作る。

・Ｔ1 とＴ2 は，話し合い活動における司会進行役に，ＢとＥを指

名する。

・Ｔ1，Ｔ2，Ｔ3は，話し合いが進められていない時には，意見を

発表できるよう，「思ったことを伝えてください」「何を作りたい

のか言ってみたら？」など，発表を促す言葉掛けを行う。

・Ｔ1は，Ｅがうまく自分の考えを伝えられない時には，「まず何か

ら伝える？」など，話す順番を整理できるように言葉掛けする。 

・Ｔ1は，Ｆが話し合いに参加できるよう，伝えたいことを一緒に

考え，発表するようにする。

・Ｔ1は，Ｆが話し合いに参加できない時には，Ｄ・Ｅに対し，Ｆ

の意見も聞くように言葉掛けする。

・ワークシートは，事前にタブレット端末に保存して，授業で活用

する。 

・生徒たちは，タブレット端末のキーボードを使って入力する。

・Ｔ1とＴ2は，タブレット端末にうまく入力できない生徒に対し，

手添えや押すキーを指差すといった支援を行う。 

・Ｔ1とＴ2は，「どんな形？」「どんな色？」「どこでよく見る？」 

など，10個ほどのヒントが書かれた「お助けシート」を配る。

・Ｔ1，Ｔ2，Ｔ3は，生徒たちが何を書けばいいのか分からない時

には，生徒ができるだけ自力で問題文を作れるよう，お助けシー

トを見るように言葉掛けする。

・Ｔ1とＴ2は，生徒が問題文を作れない時には，「どんな見た目か

な？」「どこで見たことある？」などの言葉掛けをする。 

・Ｔ3は，Ｔ1の言葉掛けをＤのタブレット端末に入力して伝える。 

・Ａは，保有する語彙数や，文章を構成する能力が高いため，「簡単

な問題」「普通の問題」「難しい問題」と，難易度を分けて作成し

ていけるように指導する。 

・Ｔ2は，Ａが 3段階の難易度に分けて，問題文を作れない時には，

お助けシートに書かれている，難易度の矢印を参考に，問題を作

るよう，言葉掛けする。 

・ＢとＣが問題文を作れない時には，Ｔ2は，問題文を作れるよう

に，「これは何の仲間かな？」「見た目にはどんな特徴がある？」

など，ヒント作りを促す言葉掛けを行う。

・Ｔ2は，Ｂの姿勢が前かがみになった時，言葉掛けし，入力しや

すい姿勢を保ちながら，問題文を作れるようにする。

A 身の回りにある物の特徴を書き出し，挙げた特徴を整理し 

て，難易度の異なるなぞなぞの問題文を書いている。 

（思考・判断・表現）〔ワークシート〕 

B 身の回りにある物の特徴を書き出し，挙げた特徴を整理し 

て，なぞなぞの問題文を書いている。 

  （思考・判断・表現）〔ワークシート〕 

C 身の回りにある物の特徴を書き出し，その中から，どれを 

問題に使うのかを選び，問題文を作っている。 

（思考・判断・表現）〔ワークシート〕 
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⑵ グループ内で作った問題を

解き合う。

①友達の問題を解く。 

②感想をワークシートに書

く。

③友達の感想を聞いて，問題

文を修正する。

[問題]

[正解発表] 

・Ｔ3は，Ｄが問題文を作れない時には，「これはどんな特徴がある

のかを教えてください。」などの，ヒント作りを促す言葉をタブ

レット端末に入力する。 

・Ｄ，Ｅ，Ｆが問題文を作れない時には，Ｔ1は，問題文を作れる

よう，「まず何から書く？」など，情報や書く順番が整理しやすい

ような言葉掛けを行う。

・具体物の見た目やいつ使うものなのかなど，今までの経験を振り

返られるよう，言葉掛けを行う。 

・Ｔ1とＴ2 は，タブレット端末の Keynote のアプリを使い，グル

ープ内で作って問題を共有する。

・解き終わったら，Ａ・Ｂ・Ｅは問題文のどこが良かったのか，ど

こを改善した方が良いのかを，ワークシートに入力する。Ｃ・Ｄ・

Ｆは，解けたら〇，分からなかったら△をワークシートに入力す

る。

身の回りにある物の特徴を捉え，正しい文法でなぞなぞの問題

文を作っている。 （思考・判断・表現）〔ワークシート〕 

D 身の回りにある物の特徴を書き出し，その中から，どれを 

問題に使うのかを選び，問題文を作っている。 

（思考・判断・表現）〔ワークシート〕 

E 身の回りにある物の特徴を書き出し，その中から，どれを 

問題に使うのかを選び，問題文を作っている。  

（思考・判断・表現）〔ワークシート〕 

F 身の回りにある物の特徴を書き出し，その中から，どれを

問題に使うのかを選び，助詞を正しく使って，問題文を作

っている。 （思考・判断・表現）〔ワークシート〕 

①くだものです 

②つぶつぶがついています 

③いろはむらさきです 

これなーんだ？ 

せいかいは… 

です‼ 
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７ 本時の振り返りを行う。 

⑴ 感想を発表する。

⑵ 次時の内容を知る。

８ 終わりのあいさつを行う。 

・Ｔ1は，グループごとに，生徒を指名し，本時の感想を聞く。

・Ｔ1は，次回のなぞなぞ大会の予告を行う。

・Ｔ1は，終わりのあいさつをする生徒を指名する。

【板書計画】 

【教室配置】 

〇
月
〇
日 

〇
曜
日 

天
気
〇 

な
ぞ
な
ぞ
ゲ
ー
ム
を
し
よ
う 

「
大
会
で
出
題
す
る
問
題
を
作
ろ
う
」 

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
問
題
を
作
ろ
う
。 

今
日
の
内
容 

①

課
題
の
確
認 

②

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
お
う 

③

な
ぞ
な
ぞ
を
作
ろ
う 

④

友
達
の
問
題
を
解
い
て
み
よ
う 

⑤

ふ
り
か
え
り 

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
お
う 

な
ぞ
な
ぞ
を
作
ろ
う 

友
達
の
問
題
文
を
解
い
て
み
よ
う
。 

ふ
り
か
え
り 

ホワイトボード 

町田（Ｔ1） 

（Ｔ2） 

Ｂ Ｄ 

Ａ Ｃ 

Ｆ 

Ｅ 

【
話
し
合
い
の
約
束
】 

①
順
番
を
決
め
て
か
ら
話
そ
う
。 

②
友
達
の
意
見
を
，
最
後
ま
で
聞
き
ま
し
ょ
う
。 

③
分
か
ら
な
い
時
に
は
，
質
問
し
ま
し
ょ
う
。 

【
な
ぞ
な
ぞ
作
り
の
ポ
イ
ン
ト
】 

①
見
た
目 

②
何
の
仲
間 

③
役
割 

④
い
つ
（
ど
こ
で
）
使
う
も
の 

（Ｔ3） 
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